
《や
ま
も
と
・さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７
月

９
日
生
ま
れ
。
４
４
歳
。
豊
橋
南
高
校
卒

業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー
シ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。

２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ

イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法
人
・社

会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統

括
本
部
長
就
任
。
２
０
１
９
年
第
２
５
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（比
例
代
表
）に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０

２
１
年
第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）に
自
民
党
公

認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か

ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を

訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ

ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０

２
２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

兼

復
興

大
臣
政
務
官

に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技

術
・文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０

２
４
年

第

５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
て
落
選
。
２
０
２
６
年
第
５
１
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
て
２
期
目
の
当
選
。
英
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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９
月
２
０
日
か
ら
２
３
日
ま
で
、
自
民

党
国
際
局
次
長
と
し
て
、
イ
ン
ド
政
府
の

招
聘
を
受
け
て
同
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
と

し
て
Ｇ
２
０
文
化
大
臣
会
合
に
出
席
し
て

以
来
、
３
年
ぶ
り
の
イ
ン
ド
で
す
。

《
ス
ピ
ー
ド
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
》

改
め
て
肌
で
感
じ
た
の
は
、
イ
ン
ド
の

成
長
の
「
ス
ピ
ー
ド
」
と
「
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
」
で
す
。

進
む
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
デ
ジ
タ
ル
化
、

成
長
す
る
産
業
、
そ
し
て
若
い
世
代
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
国
全
体
が
も
の
す
ご
い

勢
い
で
前
へ
進
も
う
と
す
る
熱
気
を
感
じ

ま
し
た
。

イ
ン
ド
は
２
０
４
７
年
の
先
進
国
入
り

を
目
指
し
、
「
メ
イ
ク
・
イ
ン
・
イ
ン

デ
ィ
ア
」
の
も
と
、
製
造
業
の
振
興
を
進

め
て
い
ま
す
。
半
導
体
、
Ｅ
Ｖ
、
Ａ
Ｉ
・

デ
ジ
タ
ル
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、

自
国
で
つ
く
り
、
技
術
を
育
て
、
世
界
へ

展
開
す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

街
を
走
る
車
に
も
変
化
が
表
れ
て
い
ま

す
。
日
本
車
は
今
も
大
き
な
存
在
感
を
持

つ
一
方
、
イ
ン
ド
や
韓
国
メ
ー
カ
ー
、
Ｅ

Ｖ
も
目
立
ち
ま
す
。
日
本
が
築
い
て
き
た

地
位
を
、
当
然
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

《
日
本
は
、
イ
ン
ド
と
何
を
生
み
出
す
の

か
》政

府
関
係
者
や
企
業
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク

と
は
、
経
済
安
全
保
障
、
半
導
体
、
Ａ

Ｉ
・
デ
ジ
タ
ル
、
防
衛
、
人
材
交
流
な
ど

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

訪
問
し
た
イ
ン
ド
工
科
大
学
デ
リ
ー
校

（
Ｉ
Ｉ
Ｔ
デ
リ
ー
）
で
は
、
卒
業
生
ら
が

数
多
く
の
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
を
生
み
出
し
、

世
界
を
相
手
に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
挑
戦
を
成
長
に
つ
な
げ
る
土
壌
に
は
、

日
本
も
学
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

１
４
億
人
を
超
え
る
人
口
、
豊
富
な
若

い
人
材
、
巨
大
な
市
場
、
そ
し
て
社
会
実

装
の
ス
ピ
ー
ド
。
成
長
す
る
イ
ン
ド
に
日

本
は
何
を
提
供
し
、
と
も
に
何
を
生
み
出

せ
る
の
か
。
そ
れ
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

《
歴
史
を
知
り
、
未
来
を
考
え
る
》

今
回
、
日
印
関
係
の
歴
史
に
つ
い
て
も

多
く
を
学
び
ま
し
た
。

レ
ッ
ド
・
フ
ォ
ー
ト
で
は
、
イ
ン
ド
独

立
運
動
を
率
い
た
ス
バ
ス
・
チ
ャ
ン
ド

ラ
・
ボ
ー
ス
や
Ｉ
Ｎ
Ａ
（
イ
ン
ド
国
民

軍
）
と
日
本
と
の
関
わ
り
に
触
れ
、
「
日

本
人
と
し
て
、
も
っ
と
知
っ
て
お
く
べ
き

歴
史
だ
」
と
感
じ
ま
し
た
。

イ
ン
ド
は
、
自
国
の
戦
略
的
自
律
性
を

重
視
し
、
特
定
の
国
だ
け
に
依
存
し
な
い

全
方
位
外
交
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の

イ
ン
ド
と
日
本
の
間
に
は
、
経
済
や
安
全

保
障
上
の
利
害
だ
け
で
な
く
、
長
年
に
わ

た
る
交
流
と
歴
史
の
積
み
重
ね
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
土
台
を
未
来
の
協
力
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

《
「
日
本
の
技
術×

イ
ン
ド
の
市
場
」
の

先
へ
》

イ
ン
ド
と
本
格
的
に
仕
事
を
す
る
こ
と

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
や
価
値

観
、
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
、
商
習
慣
も

違
い
ま
す
。
私
自
身
、
１
０
代
で
欧
州
に

渡
り
、
異
文
化
の
中
で
挑
戦
し
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
の
は
、
自
分
の
軸
を

持
ち
な
が
ら
、
違
い
か
ら
学
び
、
そ
れ
を

自
ら
の
強
み
に
変
え
る
こ
と
で
す
。
イ
ン

ド
と
の
関
係
に
も
、
同
じ
姿
勢
が
必
要
で

す
。こ

れ
か
ら
は
「
日
本
の
技
術×

イ
ン
ド

の
市
場
」
と
い
う
関
係
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
両
国
で
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
り
、

世
界
へ
展
開
す
る
関
係
を
築
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
日
本
が
イ
ン
ド
を
選
ぶ
だ
け
で

な
く
、
イ
ン
ド
か
ら
も
日
本
が
「
と
も
に

挑
戦
す
る
国
」
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
に

何
が
必
要
な
の
か
。
今
回
の
訪
問
で
強
く

問
い
か
け
ら
れ
た
課
題
で
す
。

《
日
印
で
世
界
へ
。
豊
橋
・
田
原
か
ら
》

も
の
づ
く
り
産
業
が
集
積
し
、
豊
橋
技

術
科
学
大
学
を
擁
す
る
豊
橋
・
田
原
に
も
、

日
印
協
力
を
地
域
の
力
に
変
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
今
回
得
た
知
見
や
つ
な
が

り
を
地
域
の
企
業
や
大
学
と
共
有
し
、
技

術
協
力
や
産
業
の
発
展
、
新
た
な
事
業
に

繋
げ
る
。
イ
ン
ド
の
成
長
力
と
、
日
本
の

技
術
・
も
の
づ
く
り
の
強
み
を
生
か
し
、

地
域
の
新
た
な
成
長
に
繋
げ
る
。
そ
の
具

体
的
な
一
歩
を
、
地
元
か
ら
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
。

衆
議
院
議
員

イ
ン
ド
訪
問
か
ら
見
た
共
に

世
界
へ
挑
む
日
印
関
係
へ



資料解説
衆議院議員 山本左近

山本左近の政治活動を支えるサポーターを募集しています。地元の未来を共につくる仲間として、ぜひあなたのお力をお貸し
ください。また、ポスターを屋内外に掲示いただける方がいらっしゃいましたら、事務所までご連絡ください。

是非あなたのお力を貸してください

日本を再び世界一の国へ

豊橋青年会議所主催の＃超
どいいじゃん豊橋！へ。
地元の農家さんと小学生の
皆さんによる「ライスクラ
フト」。田植えから稲刈り
のみならず、パッケージか
ら販売にも挑戦。私も一袋
購入！子供達が地元のお米
づくり体験できる貴重な機
会。

アジア大会が始まりました。
開会式当日の朝は、ライオン
ズクラブが合同開催した豊橋
市民球場の清掃活動に参加。
球場周辺のゴミ拾いを行いま
した。表は綺麗に見えても垣
根の中にゴミが入り込んでい
ることが多かったので、しっ
かりと中から取り出しました。

ともに世界へ挑む日印関係へ

デザイン書道作家の鈴木愛さ
んによるデザイン書道体験で
「夢」の一文字に挑戦。
何度か書き直しながら最後は
色紙に書きました。
また高校生が運営する茶道体
験にも参加。保育園児のお嬢
さんと一緒に楽しく薄茶を一
服いただきました。

IIT（インド工科大学）を視察。
約1.2万人が学ぶインド屈指の理
工系大学。卒業生が設立した48
社がユニコーン企業に。高度人
材の交流について意見交換。

インド政府機関やシンクタンク機関
の研究者らとオープンな議論。
対話では、両国が共同で世界に向け
たソリューションを創り出す関係へ
発展させていくべきと。

ミスリ外務次官と会談。経済・安
保・外交など多岐にわたる意見交換。
また外務次官が私のことをF1ドライ
バー時代から知っており、大変驚き
ました。

８月まで駐日EU大使としてご活
躍されていましたパケ大使。
インドへ赴任とは聞いていまし
たが、まさかのホテルでばった
り遭遇！着任後まもない新鮮な
お話を聞かせていただきました。

インド独立の歴史上、重要なレッド
フォートを視察。ここでは、インド
独立を掲げたスバス・チャンドラ・
ボースとインド国民軍（INA)の活動
が紹介されており、当時日本と協力
していた事実も展示されていました。

シン防衛次官との会談。安全保障環
境から、防衛産業、宇宙、サイバー、
ロボティクス、AI、造船、経済安保
など幅広く率直な議論となりました。
日印の防衛協力は、すでに共同訓練
など実施されております。

芦原校区の総踊り大会に出席。
老若男女、地域の皆さんと一
緒に踊らせていただき、たく
さん交流させていただきまし
た。夏祭りの時期よりも過ご
しやすくなりましたが、少し
踊るとまだ暑くなりますね。
これから秋のお祭りがどんど
んと続いていきます。お祭り
は、人と人を繋ぎ、世代を繋
ぎ、地域を元気にする大切な
力だと改めて感じました。
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